
SDGs北海道実践・交流セミナー2025 開催結果（概要）

■ 日時 令和７（2025）年10月20日（月） 13:00～１６：３０

■ 会場 北海道大学 学術交流会館 ２階講堂ほか
※オンライン配信（Zoom）を含むハイブリッド開催

■ 共催 北海道、北海道大学、JICA北海道

■ 内容

【基調講演・トークセッション（13:30～16:00）】
（１）開会挨拶
北海道大学サステイナビリティ推進機構

SDGs事業推進部門長 岩渕 和則
JICA北海道センター 所長 中川 岳春

（２）基調講演
「SDGs×イノベーション
ｰ 北海道企業・地域の成長を加速する新戦略」
講師： 水野 雅弘 氏（未来教育（株）代表取締役）

（３）トークセッション
ファシリテーター： 出村 誠 氏（北海道大学 総長特命参与）
パネリスト
林 秀樹 氏（（株）クロスティホールディングス 代表取締役）
堀田 和宏 氏（札幌ボデー工業（株） 代表取締役社長
奥山 朋宏 氏（（一社）北海道中小企業診断士協会）
山岡 裕幸 氏（本別町未来創造課 課長補佐）

（４）閉会挨拶
北海道総合政策部計画局長 石井 順一郎

【交流会（13:00～16:30）】
・PRブース＆ポスターセッション 出展：１９団体
・個別相談会（ （一社）北海道中小企業診断士協会）
・交流ラウンジ（テーマ別に３会場）

○ SDGsは、「社会貢献」ではなく「未来のビジネス機会」として捉えることが重
要。北海道は、食料基地としての潜在力と人口減少・高齢化がもたらす課題が
あり、一次産業の持続可能性の確保が鍵。中小企業がSDGsを自社の価値創
造と結びつけ、「稼ぐ力」に転換する視点を共有し、次世代と共に持続可能な
未来を築くことが重要

（質問）SDGsを稼ぐ力とするため、中小企業が最初に取り組むべきことは何か。
（回答）社内、顧客・取引先等のステークホルダーを巻き込み、対話を通じて共

に目標達成を目指すことも重要。女性が中心となって社内を動かし、全社
的な取組に発展する成功例も多い。社員数が少ないほど「自分ごと」として
取り組みやすく、そこにビジネスチャンスがあることの気づきが最初の一歩

○ 北大では教育・研究・社会連携の3軸でSDGsを推進。教職員・学生向けの
研修やガイドブック整備、キャンパス内外の環境課題への取り組みなど組織全
体での浸透を図っている（出村氏）

○ 中期経営計画を立て、社員と共に考えながら目標を共有し、わかりやすい言
葉で伝えることによって、「自分ごと」として行動できる環境を整え、長期的な
成長を目指している（林氏）

○ 製造業が直面する大きな課題は「人手不足」と「技術継承」。少子高齢化で採
用が難しくなる中、「持続的成長」をテーマに、魅力的で働きやすい職場づくり
を進めている（堀田氏）

○ 最近は「SDGsそのもの」よりも「SDGs的価値観をどう経営課題に活かす
か」という実践フェーズに移行し、中小企業が「身の丈に合った形でSDGsに
取り組む」ための伴走支援が求められている。組織への浸透方法としては、①
経営者の率先、②社内で語る場の設定、③分かりやすい目標と進捗共有、④
地域活動など具体的行動機会の提供が有効（奥山氏）

○ 町内では、個々の企業でSDGsを強く意識しているケースは少ない一方、人
口が少ない地域ほど「町を良くしたい」という思いが強く、まちづくりへの貢
献に向けた姿勢が見られる。まちづくり自体がSDGsの包括的な取り組みで
あり、地域としては望ましい形と捉えている（山岡氏）
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